
教頭マネジメント支援員の継続配置が未定のため、現在、支援員によって支えられ

ている（改善された）業務や教育活動を次年度以降どのようにしていくかが課題で

ある。

【支援員の職員室の配置】

教頭の臨席とすることで連携や

相談がスムーズに行われます

概  要

教頭マネジメント支援員（1日6ｈ×5日=週30時間）の配置によって教頭の時間外在

校等の時間削減につながった。

【主な支援内容】

・市教委への報告文書作成などの事務作業補助

・メールや発出文書チェック（保護者宛文書・通知票・進路関係文書 等）

・不登校支援機関やSCとの調整

・校内教育支援センターへの支援

・電話や来客対応

・教頭の相談役

取組効果

・教頭の業務時間の削減（月25時間程度）につながった

・支援員はいつでも相談できる存在であることから、教頭の心理的安全性を保つこ

とができている

・不登校対策や外部機関と連携が円滑に行われている。日常的な事務処理に加え、

問題行動等調査など、先の調査を見据えた整理ができる

課  題

学校名：恵庭市立恵明中学校（学級数22学級 児童生徒数645人）管内 石狩

事例項目 教頭マネジメント支援員の活用
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・校務用ＰＣと指導者用端末の一元化

・持続可能なシステムの構築

概  要

１．職員会議資料PDF化（印刷なし）

２．各種意見集約（Forms）

３．欠席連絡（マチコミの活用）→ 【添付画像１】

４．配付物をマチコミに添付し、配信（学年通信・時間割は紙配付）

５．デジタル保存できる教材は、自由に使えるようにドライブに保存・保管

６．⾧期休業の宿題デジタル化（ペーパー印刷での宿題の廃止）

※学校便り「行事予定表」に『教職員定時退勤日』を記載

 定時退勤日（月２回）は、17:00に留守番電話設定 → 【添付画像２】

取組効果

・様々な取組が業務時間の短縮につながっている。

１．～60分、２．～60分、３．～10分、４．～30分、５．～20分、

６．～150分

課  題

学校名：北広島市立大曲小学校（19学級 児童数447人）管内 石狩

事例項目 ＩＣＴの活用（校務等のデジタル化）等
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・教員本来の業務に取り組む「時間」を生み出す改革を進めることはできたが、教員本来

の業務ではないものについてどうアプローチしていくか、工夫して進めていく必要があ

る。

概  要

・教職員が自分たちで納得できる働き方改革を進めるためのコアチーム発足。

・児童の学びの質を高めながら教職員もウェルビーイングを目指すことを働き方改革の

 テーマに設定。

・教員本来の業務に取り組む「時間」の確保と教育の質を高めることが目標。

・日課を工夫することで、打合せや会議、教材研究の時間を確保。

・単元デザインを共有することにより、教員も児童も見通しを持った授業を展開。

 （校内研究との連動）

・ICTを活用し、通信や職員会議のペーパーレス化を推進。

・C4thの連絡掲示板を活用し、校務分掌や学年からの連絡の共有。

取組効果

・日課表の運用は次年度からになるが、学校がどのような方向で改革をすすめてい

 くのか、コアチームを中心に学校全体で話し合って方向性を決定できたので、教

 職員一人一人が自分事としてイメージすることができた。

・校内研究で行っている単元デザインの作成が子どもたちの学びの伸⾧を目指すと

 ともに、働き方改革にもつながることを確認することができた。

・ICTの活用による校務の効率化を実感しながら進めることができた。

課  題

学校名：石狩市立花川南小学校

（学級数２２学級 児童生徒数561人）
管内 石狩

事例項目 働き方改革の意識を高める取組の推進と校務の効率化

ペーパーレスでの会議の様子 配信アプリを活用しての通信配付
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